一人 (ひとり)一台 (いちだい)パソコン (ぱそこん)の持ち帰り時 (もちかえりじ)のルール (るーる)について

1． つかうめあて
・学校 (がっこう)の一人 (ひとり)一台 (いちだい)パソコン (ぱそこん)は、学習 (がくしゅう)のために使います (つかいます)。

2． 持ち運ぶ (もちはこぶ)とき
・シャットダウン (しゃっとだうん)して、専用のケースに入れます。
・ケース (けーす)はランドセル (らんどせる)の中 (なか)に入れます (いれます)。ケース (けーす)は教科書 (きょうかしょ)の間 (あいだ)に挟む (はさむ)ようにします。またその時 (とき)に重い (おもい)ものを上 (うえ)に乗せない (のせない)ようにします。
・登 (とう)下校中 (げこうちゅう)は、取り出さず (とりださず)カバン (かばん)の中 (なか)に入れた (いれた)ままにします。また、走って (はしって)ショック (しょっく)を与えない (あたえない)ようにしましょう。
・落としたり (おとしたり)、ぬらしたり、なくしたり、ぬすまれたりしないように気をつけます。

3． 使う (つかう)とき
・使う (つかう)前 (まえ)と後 (あと)には手 (て)洗い (あらい)をしっかりとしましょう。
・自分 (じぶん)の家 (いえ)の中 (なか)だけで使いましょう (つかいましょう)。
・パソコン (ぱそこん)には、下 (した)のようなものを近づけない (ちかづけない)ようにしましょう
　□水分（ペットボトル (ぺっとぼとる)などのふた付き (つき)を含む (ふくむ)）　□あついもの（太陽 (たいよう)の光 (ひかり)をふくむ）
　□とがったもの（えんぴつやペン (ぺん)など）　　　　□磁石 (じしゃく)

4． 置き場所 (おきばじょ)
・使用 (しよう)しない時間 (じかん)は、家 (いえ)の人 (ひと)の目 (め)の届く (とどく)ところに置きましょう (おきましょう)。

5． 健康 (けんこう)のために
・一人 (ひとり)一台 (いちだい)パソコン (ぱそこん)を使う (つかう)ときは、正しい (ただしい)姿勢 (しせい)で、目 (め)を近づけすぎない (ちかづけすぎない)ように気 (き)を付けましょう (つけましょう)
・30 (３０)分 (ふん)に1 (１)回 (かい)は遠く (とおく)を見る (みる)などして、目 (め)を休めましょう (やすめましょう)。
・使う (つかう)時間 (じかん)や場所 (ばしょ)は家 (いえ)の人 (ひと)とよく話し合いましょう (はなしあいましょう)。長い時間にならないようにしましょう。
・寝る (ねる)30 (３０)分前 (ぷんまえ)は使わない (つかわない)ようにしましょう。
６．きけんなサイト (さいと)やページ (ぺーじ)に注意 (ちゅうい)
・インターネット (いんたーねっと)には制限 (せいげん)がかけられ、つかい方 (つかいかた)は記録 (きろく)されています。
あやしいホームページ (ほーむぺーじ)などに入って (はいって)しまったときは、すぐに画面 (がめん)を閉じ (とじ)、家 (いえ)の人 (ひと)に知らせます (しらせます)。

７．自分 (じぶん)やまわりの人 (ひと)を守る (まもる)ために（個人 (こじん)情報 (じょうほう)）
・端末 (たんまつ)を使って (つかって)よいのは自分 (じぶん)だけとします。貸し借り (かしかり)はしません。
・パソコン (ぱそこん)やネット (ねっと)をつかうためのアカウント (あかうんと)は、一人一人 (ひとりひとり)にくばられたものです。自分 (じぶん)だけの大切 (たいせつ)な情報 (じょうほう)なので、他 (ほか)の人 (ひと)に知られない (しられない)よう、一人一人 (ひとりひとり)がたいせつにとっておくようにします。
・インターネット (いんたーねっと)の世界 (せかい)でも、マナー (まなー)やルール (るーる)をまもります。
・インターネット (いんたーねっと)を使って (つかって)、他人 (たにん)に次 (つぎ)のことを、教えたり (おしえたり)書きこんだり (かきこんだり)しません。
□ 自分 (じぶん)や他人 (たにん)の個人 (こじん)情報 (じょうほう)（名前 (なまえ)や住所 (じゅうしょ)、電話番号 (でんわばんごう)など） 
□ 顔 (かお)写真 (じゃしん) □ パスワード (ぱすわーど)やＩＤ

８．カメラ (かめら)でとるとき
・カメラ (かめら)で人 (ひと)をとるときは、かってにとりません。その人 (ひと)のゆるしをかならずもらいます。

９．データ (でーた)ののこしかた
・パソコン (ぱそこん)で作った (つくった)データ (でーた)やインターネット (いんたーねっと)からもらったデータ (でーた)（写真 (しゃしん)や動画 (どうが)など）は、自分 (じぶん)のパソコン (ぱそこん)にだけ保 (ほ)存 (ぞん)します。


１０．設定 (せってい)をかえないこと
・先生 (せんせい)や修理 (しゅうり)する人 (ひと)がわからなくなるので、デスクトップ (ですくとっぷ)のアイコン (あいこん)のならび方 (ならびかた)や、かべ紙 (し)の画像 (がぞう)、色 (いろ)などのパソコン (ぱそこん)のさいしょの設定 (せってい)をかえません。




１１．こまったとき
・学校 (がっこう)の外 (そと)でパソコン (ぱそこん)がこわれたりなくしたりしたら、学校 (がっこう)に電話 (でんわ)します。
（土日 (どにち)・祝日 (しゅくじつ)除く (のぞく)）
※ その理由 (りゆう)によっては、修理代 (しゅうりだい)を負担 (ふたん)していただく場合 (ばあい)があります。

１２．つかえなくなるとき
・『 (「)持ち帰り (もちかえり)一人 (ひとり)一台 (いちだい)パソコン (ぱそこん)のルール (るーる)』 (」)が守れない (まもれない)ときは、パソコン (ぱそこん)を利用 (りよう)できなくなります。そのことを理解 (りかい)したうえで、使います (つかいます)。

１３．保護者 (ほごしゃ)のかたのアカウント (あかうんと)利用 (りよう)
・児童 (じどう)のアカウント (あかうんと)は保護者 (ほごしゃ)の方 (かた)であっても使う (つかう)ことはできません。

１４．一人 (ひとり)一台 (いちだい)パソコン (ぱそこん)のアップデート (あっぷでーと)
・パソコン (ぱそこん)のアップデート (あっぷでーと)が毎月 (まいつき)の第三 (だいさん)金曜日 (きんようび)に行われます (おこなわれます)。第三 (だいさん)金曜日 (きんようび)はお家 (おうち)にもって帰らず (かえらず)、教室 (きょうしつ)の保管庫 (ほかんこ)に入れて帰ります。

[bookmark: _GoBack]













一人 (ひとり)一台 (いちだい)パソコン (ぱそこん)の持ち帰り時 (もちかえりじ)の手順 (てじゅん)
1 　シャットダウン (しゃっとだうん)をする。
2 　持ち帰り用 (もちかえりよう)のケース (けーす)に入れる (いれる)。（電源ケーブルは持って帰らない）
3 　ランドセル (らんどせる)の中 (なか)に入れる (いれる)。（教科書 (きょうかしょ)と教科書 (きょうかしょ)の間 (あいだ)に挟む (はさむ)）
4 　家 (いえ)に帰る (かえる)までパソコン (ぱそこん)を出さない (ださない)。
5 　走ったり (はしったり)、ランドセル (らんどせる)をぶつけたりしない。
6 　家 (いえ)に着いたら (ついたら)ランドセル (らんどせる)から取り出し (とりだし)、目 (め)の届く (とどく)安全 (あんぜん)な場所 (ばしょ)に置きます (おきます)。
7 　使い終わったら (つかいおわったら)パソコン (ぱそこん)をシャットダウン (しゃっとだうん)しておきます。

一人 (ひとり)一台 (いちだい)パソコン (ぱそこん)を家 (いえ)で使う (つかう)ときの手順 (てじゅん)
1 　電源 (でんげん)を入れる (いれる)。
2 　家 (いえ)のWi-Fiまたは持ち帰り用 (もちかえりよう)のモバイルルーター (もばいるるーたー)につなげる。
3 　ID (ＩＤ)とパスワード (ぱすわーど)を入れる (いれる)。

一人 (ひとり)一台 (いちだい)パソコン (ぱそこん)を家 (いえ)から学校 (がっこう)に持って (もって)くるときの手順 (てじゅん)
1 　パソコン (ぱそこん)がシャットダウン (しゃっとだうん)されていることを確認 (かくにん)する。
2 　持ち帰り用 (もちかえりよう)のケース (けーす)に入れて (いれて)、ランドセル (らんどせる)の中 (なか)に入れます (いれます)。
（教科書 (きょうかしょ)と教科書 (きょうかしょ)の間 (あいだ)に挟む (はさむ)）
3 　登校中 (とうこうちゅう)にパソコン (ぱそこん)を出さない (ださない)。
4 　走ったり (はしったり)、ランドセル (らんどせる)をぶつけたりしない。
5 　教室 (きょうしつ)についたら、心 (こころ)の天気 (てんき)を入力 (にゅうりょく)して、保管庫 (ほかんこ)にしまう。（充電は学校のみ）
